
様式４－４ 

事業概略書 

事 業 名 医療型短期入所に関する実態調査 

事 業 目 的 

医療型短期入所は、福祉型短期入所に比べて、全国的に事業所数が少ない

状況にあるが、今後の医療的ケアに対するニーズの高まりが見込まれる中

で、利用者や家族のレスパイトの観点から、全国的な整備や運営支援が必

要である。医療的ケアを必要とする在宅の障害児者が増加している中で、

医療型短期入所の利用者像やサービス・支援の提供実態もすでに変化して

きていると考えられ、収支構造も含めた実態把握が必要と考えられる。 

そこで、本事業では、医療型短期入所に関する実態を把握し、医療的短期

入所の今後の在り方や次期報酬改定の検討に必要な基礎資料を得ることを

目的として実施した。 

事 業 概 要 

本調査研究事業は委員会を設置した上で、医療型短期入所事業所を対象と

して事業所・利用者の双方の視点から医療的短期入所の実態・課題の把握

を目的とした「事業所・利用者アンケート調査」、医療型短期入所の事業

所の整備や医療的ケア児者に関する取組等を把握することを目的とした

「都道府県・市区町村調査」、医療型短期入所の今後のあり方やそのため

に必要な支援を検討する基礎資料を得ること、及びガイドブック作成のた

めの事例収集を目的とした「ヒアリング調査」を実施し、医療型短期入所

の必要性を発信するとともに医療型短期入所への参入を促進するための

「ガイドブック」を作成した。 

事業実施結果 

及び効果 

本調査研究事業にて、制度開始から悉皆にて調査を行っていなかった医療

型短期入所の実態を把握することができ、制度当初想定されていた利用者

像に対する利用ニーズとの齟齬、利用者が期待するサービスに対する提供

側の課題等が明らかとなった。今回の調査結果を踏まえ、医療型短期入所

への参入を促進し、地域ニーズに対応できるサービス資源を確保していく

ための報酬検討の基礎材料となることが期待される。 

また、事例ヒアリング調査より、「医療型短期入所事業所の運営のポイン

ト」と「事業所立ち上げ～事業が軌道に乗るまでのプロセス」について整

理し、医療型短期入所 開設のためのガイドブック（好事例集）を作成した。

本ガイドブックによる開設促進が期待される。 

事 業 主 体 

郵便番号：105-8501 

所 在 地：東京都港区虎ノ門 5-11-2 

法 人 名：三菱ＵＦＪリサ－チ＆コンサルティング株式会社 

電話番号/E-MAIL：03-6733-1024 / t.shimizu@murc.jp 

 （注） 

１ 本様式の作成にあたっては、厚生労働省ホームページに掲載するため、一般に公開することを想定し、分

かりやすい表現に努めること。 

 ２ 本様式は、事業の概略をまとめるために作成するものであり、別途実施した事業についての成果物を必ず

提出すること。 

 ３ 「事業目的」､「事業概要」、「事業実施結果及び効果」について、それぞれ２５０字程度で簡潔に記入す

ること。 

  


